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て，どのような影響をあたえるのかを，ラボ実験
にて生物を用いて調べることが毒性試験である
（図22）。
・生態毒性試験としては，藻類生長阻害試験，ミジ
ンコ遊泳阻害試験，繁殖試験，魚類急性毒性など
が挙げられる。毒性試験では生死，成長，繁殖，
挙動の４つのエンドポイントがあるが，魚類急性

毒性試験は生死を，藻類生長阻害試験は成長を，
ミジンコ遊泳阻害試験，繁殖試験は挙動と繁殖の
エンドポイントを見る。生態系生物への状態を把
握するために挙動を見ることも試験において重要
である。生態環境への影響は，３種類の生態毒性
試験で得られた毒性の結果にて判定する（図23，
24，25，26，27）。

図22　毒性試験の目的

図24　急性および長期毒性試験の比較

図27　試験結果の判定（化学物質審査規制法）図26　毒性試験の用語の解説

図23　生物毒性試験（OECDでの考え方）

図25　生体毒性試験における４つのエンドポイント
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・試験結果等に関する基準への適合性確認，試験成
績の信頼性確保などを目的とした優良試験所基準
（GLP）制度がある。GLP組織は，信頼性保証部
門，試験実施部門，施設機器管理部門，試資料管
理部門で構成され，運営管理者が試験の流れの全
体を確認する。これは，人は間違いを起こすもの
であることを念頭においているためである（図28）。

・謝辞（図29）
む　す　び
　化学物質が環境内でどのように変化し生態に影響
をあたえるのか，また，毒性を調べる必要性と，試
験方法の信頼性確保について，有害物質の歴史をも
とに紹介して頂いた。
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図28　優良試験所基準（GLP） 図29　謝辞


